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研究の動機

私たちはお寿司が大好きで、毎週寿司を1回は
食べています。

しかし水産資源が減少していることをテレビで
見ました。

そこから、将来お寿司を食べられなくなるかも
しれないと、心配になり、自分たちで調べてみ
ることにしました。
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①日本の寿司の歴史
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1700年代前半「なれ寿司誕生」

1800年代前半「握り寿司誕生」

1950年後半「回転寿司の始まり」

1980年代頃「寿司からSUSHIへ」

世界各地で
「すし」ブーム！

人手不足から考案
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回転寿司

1958年に東大阪市にオープン「廻る元禄寿司」

右回り 右手で箸を持ち右手で寿司を取る

寿司が回る理由

・人手不足の解消→価格を抑えれる

・食欲を刺激する
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②海外の寿司
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海外の寿司

生魚＝細菌や寄生虫がいる

アニメや漫画の影響

日本の衛生管理

東京すしアカデミー SUSHI JOB
9



創作寿司

ROCKET NEWS 24

ぐるなび pro
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KODANSHA

逆輸入
TBSテレビ
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③乱獲と混獲の問題
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乱獲の現状について

世界の水産資源の3分の
1以上が乱獲の状態にあ
り、余裕があるのは
10％未満となっている。

出典：「ｍｙmizu」より 13



乱獲の原因

・戦後にドイツの物理学者アレクサンダー・
ペームによる魚群探知機が発達した。

・漁船のエンジン強化や漁具による網の大型化
から大量に獲ることができるようになった。

・漁獲量が低迷するまで獲り尽くしてほかの漁
場に移動を繰り返した。
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アウトプットコントロール（産出量規制）

TAC（漁獲可能量）

• 魚種ごとに1年間の漁獲量をあらかじ

め定める制度

IQ（個別割当方式）

• 漁獲可能量を漁船ごとに1年間の漁獲

量を割り当てる制度 15



出典：「Wedge ONLINE」より

・日本はTAC（漁獲可能量）が大きく、
IQ（個別割当方式）が定められていない
ため、オリンピック方式になり、TACの
効果が出ない。

・ノルウェーのように小鯖の漁獲は避け、
価値が高い時期の鯖の成魚しかとらない
漁業とは全く異なる漁業をしている。

アウトプットコントロール事例
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アウトプットコントロール事例

出典：「Wedge ONLINE」より

・ノルウェーはIQ（個別割当方
式）を取り入れているため漁獲量
とTAC（漁獲可能量）がほぼイ
コールである。

・ノルウェーでは小鯖の漁獲は避
けて、価値の高い時期の鯖の成魚
しかとらない漁業方式。

17



なぜ日本にIQ制度が広がらないのか

・どんな制度も関係者全員の合意がないと導入
するのが難しい。

・日本では関係者が多く、全員の合意を得ること
が難しい。

・ノルウェーやアイスランドなどの国は関係者が少
なく、合意を得ることが比較的容易である。



魚の乱獲防止措置（世界）

•絶滅危惧種の漁獲を全面的に禁止

•絶滅危惧種の魚の販売を禁止

•乱獲、超過漁獲、違法操業につながる漁業
への政府補助金の禁止

•販売する魚種の絶滅危惧状態を消費者に知
らせるよう店舗・飲食店に義務付ける

イプソスホームページより 18



IUU漁業について

Illegal

違法漁業

Unreported

無報告漁業

Unregulated

無規制漁業
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IUU漁業の対策

•水産流通適正化法…IUUでとられた魚

を国内に流通させないように水際で防

ぐ法律が2022年12月1日に施行された。

水産庁ホームページより
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混獲とは

漁船が釣り糸や網で海鳥やその他の海洋生物を誤って
獲ってしまうことで、海鳥が海で直面する最大の脅威。

混獲によって海鳥(主にアホウドリ類やミズナギドリ
類）は過去50年間で世界的に70％も減少し、現在、世
界で最も絶滅の危機に瀕している鳥類の一つ。
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問題点
1.本命の魚以外に流通していない海洋生物が取れてしまう問
題

本来ならば保護されるべき希少な種や、生態系にとって重要
な種が不必要に捕獲され生態系のバランスが崩れてしまう。

2.経済的影響

混獲によって捕獲された非目標種は、商業的に価値がない。
このような魚の事を未利用魚と言う。

このような問題は漁業者や狩猟種にとって経済的な損失に繋
がる。
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問題点１の対策

•使う漁具の変更

•目合いの大きさを調整された網を使用
する。

•目が粗いネットで魚を捕獲すると魚が
傷つく

•昔ながらの手編みのネット(ナイロン
製)ではなくラバーコーティングされた
ネットを使う。

https://www.tsurisoku.com/news/118293
/

ラバー製 ナイロン製
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未利用魚とは

未利用魚の特徴
• 魚体のサイズが不揃い

• 魚体のサイズが小さい

• 漁獲量が少なくロットがまとまらない

• 人々に知られていないため売れない

• 捌くのが困難である

未利用魚は値段がつかないため、廃棄されてしまう。

代表的未利用魚の
タカノハダイ
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何故未利用魚を活用したいのか

漁業資源の廃棄量

• 日本の海面漁業の漁獲量は321万トン(2020年）

• 日本の漁獲廃棄量30万トン（廃棄率9.1％）

↑約673万人分の消費（年間消費量）

• 世界の海面漁業の漁獲量は8426万トン(2020年世界の漁獲廃棄量910万トン

（廃棄率10.8％）

↑約4.6億人分の消費（年間消費量）

出典：三菱総合研究所 25



未利用魚の活用事例
くら寿司

駆除対象魚「ニザダイ」にキャベツを与えて無臭化
し、商品化。

ニザダイは水産物の生育に必要な
海藻を 主食とし、それらを食べ
つくしてしまうことから駆除対象

となっている。

養殖場でキャベツ
を食べるニザダイ
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くら寿司「くら天然魚市場」

定置網漁では未利用魚が多く混ざる。

くら寿司では定置網に混ざった未利用魚を様々な形
で商品化している。

尻尾の毒が危険な
為低利用魚である
「天然アカエイの

軟骨揚げ」
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未利用魚活用に向けたアプローチ

• 船内選別を支援する機器の導入

• 規格外魚類を集約させ加工する仕組みの構築

• 加工、小売り、外食向けレシピの開発

• 消費者への魅力的な遡及（意識変容の促進）
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④3Dフードプリンター
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超未来SUSHI
OPEN MEALS SUSHI SINGULARITYをSXSW2019(サウス・
バイ・サウスウェスト)に出展しました。
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究極までパーソナライズした新しい食の形

•超未来すし屋は、予約完了時に送られてくる
専用の「ヘルスキット」を利用し、来店者の
唾液などを採取する。

•キットで提供された情報を元に、遺伝子、腸
内細菌、栄養状態などを検査し、体質や不足
栄養をデータ化して利用者のヘルスIDを発行。

•このIDから、利用者の健康状態に最適な食品
を、複数の3Dフードプリンターやロボット
アームなどで加工し、握りや軍艦といった定
番のスタイルや球体、キューブ型などさまざ
まな形にデザインされた3Dフードプリント寿
司を作っている。

企画段階！
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３Dフードプリンターを活用するメリット

アレルギーをもっていて食べれない方
や、高齢者や病院での患者など、決め
られた食事しかとれない方に対して、
健康面に配慮した食事を提供できると
考えられる。

そうすることで

たんぱく質 ミネラル 糖分ビタミン

３Ｄフードプリンターは、使用する材料の量を調整できる

たんぱく
質

ミネラル
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食品ロス、環境問題への貢献

•古くなったパンやフルーツの皮を
ペースト状にして、３Dフードプリン
タ―で印刷したものをオーブンで焼き、
水分が残らないように乾燥させれば、
長期保存が可能な食品が得られる事例
もある。

•将来、３Dフードプリンターが普及す
れば、廃棄される食材が減り、幅広い
人に寿司を味わってもらえる未来が来
ると私たちは考える。
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⑤結論

寿司の未来を守るには、環境保全と水産資源の効率
的な利用がカギです。

水産資源の保護と、未利用魚の活用は両輪のような
存在であり、これらを並行して進めることで、持続
可能な寿司文化を築くことが実現できます。

また、3Dフードプリンターを活用することで食物ア
レルギー持ちの方など幅広い人にもリアルに再現さ
れた寿司を楽しんで頂けます。
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